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１．沖縄で採取できる化石を時代ごとに分類し、その化石から考えられることを選んで

　　○で囲ってみましょう。

２．沖縄島のどの地域でアンモナイトは産出されていますか。

３． 沖縄で生息していたミヤコノロジカは、いつごろどうやって渡来してきたと考えられま

　 すか？

いつごろ　：

どうやって：

　地球の歴史を時代で表したものを「地質時代」といいます。地質時代は、先カン

ブリア時代、古生代、中生代、新生代に区分され、さらに「紀、世」と細かく分類

されています。地質時代は、その時代に形成された地層や化石によって区分されて

いるため、化石で時代を知ることができます。このような化石を「示準化石」とい

います。また、限られた環境でしか生息できない生物の化石を「示相化石」といって、

そのときの環境を推測することができます。さらに、化石とは古生物の遺骸（骨）

だけでなく、卵や糞、巣のあとや足跡なども化石といい、このような化石を「生痕

化石」といいます。いやはや、覚えるだけでも大変ですね！

 

時  代  化  石  名  どちらが考えられますか

 
 中　生　代 
 

 
 
 

 

　　　　海  　　　　or  　　　　　陸 
 

 
 新　生　代 
 （海中生物を１つ）  

 
 
 

 
　　暖かい海 　　　or 　　　　冷たい海 
 

 
 新　生　代 
 （陸上生物を１つ）  

 
 
 

 
　　　　砂漠  　　　　or　　　　森林 

 

　過去に地球で起こった現象を理解する上で、大きな役割を果たしているのが

「化石」です。化石が産出する以上、そこに生物が生存していたのは事実だからです。

ここでは「化石が語る歴史」について考えてみましょう。

こ  せいだい　 ちゅうせいだい　 しん せいだい

しじゅん

し  そう

い がい

せいこんふん

地図にメモを取ろう！

総合展示室

２

１．下の図は、「シマの自然とくらし」の場所にある模型を白地図にしたものです。

　気づいた事を記録しよう。

「シマの自然とくらし」で説明を聞いたり、自分で解説を聞いたりして（ボタンを押して）

確認した事をメモしよう。

シマの自然カレンダー　　近世の域内航路　　　　　二月風回りの雲の流れ　　シマの動植物　
近世の進貢貿易　　　　　カーチーベーの雲の流れ　　ハブの分布　　　　　　黒潮の流れ　
夏の季節風の雲の流れ　　シマの民俗　　　　　　海面の上下と陸の関係　　新北風の雲の流れ
シマのグスク　　　　　　海底地形　　　　　　　　台風の動き

メ　モ

★印の所が
ヒントよ♪
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